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チ ノ ギ 實 神 に お け る 祖 上 と 神 霊

韓国京畿道楊州郡K洞 の事例

重 松 真 由 美*

Between the Two Worlds in Chinogzvi-kut

 Mayuml SHIGEMATSU

   Shamanism in the greater Korean culture area has a long and 
complex history. However, there is little historical literature on 
the content of Korean shamanism, which appears to be suggestive 
of the nature of the subject. This article provides data on kut, 
the major ritual of Korean shamans, and describes one of several 
kut that I observed during the course of seventeen months field 
research in a village of Kyonggi Province. 

   Through a socially defined process of feeding and giving 

pleasure to spirits and ancestors, the rituals of kut engage them 
in a temporary alliance with the living villagers. 

   The chinogzvi-kut described here was held on the death of Mr. 
S on December 7, 1979. It lasted sixteen hours, beginning at five 
in the evening, and was performed by mansin (the polite term of 
address for a shaman in Kyonggi Province). The ritual is a 
complex interplay between a client (Mrs. S), her family and 
relatives, villagers, mansin, and ancestors and spirits. 

   Analysis of kut is useful in elucidating the Korean view of 
death, the interplay between the worlds of the living and the dead, 
and the role of ancestors and spirits.

1｡は じめに

∬.十 二祭次の実例

1.行 厨退散

2･不 浄巨里

3.祖 上巨里

4.神 将 巨里

5･大 監 巨里

6.仏 事 巨里

7.舞 監

8.上 山 巨里
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9･成 造 巨里

10.基 大監乞粒

11.軍 雄巨里

12.城 陛巨里

ユ3.使 者娯遊

14.鉢 里公 主

15.十 王 橋

16.後 饅

皿.お わ り に

1.は じ め に

 本 稿 の 目的 は,1979年12月7日･8日 の2日 間 に わた り韓 国京 畿 道楊 州 郡K洞S宅

に お いて お こな わ れ た チ ノ ギ賓 神1)(死 霊祭)を 記 述 し,巫,依 頼 者 とそ の家 族 お よ

び親 族,祖 上(chosang,至･営)2),神 霊 の それ ら相 互 の 関 係 と して 捉 え ら れ る 寮 神

(kut,テ)の 事 例 を 提 出 す る こ とに あ る｡

 一 般 に｢賓 神 は十 二 巨里(y61tu-g6ri,(暮 早 フ『司:十 二 祭 次)｣と 言 わ れ るが,実 際

にお こな わ れ る賓 神 の 祭 次 が12と な る こと は ほ とん どな い｡こ の十 二 巨里 とは,12と

い う数 字 が干 支 にお け る基 本 数 で あ り,そ れ が 完 全 数 と され た こと に よ る もの とおも

われる｡現 実には,實 神ごとに祭次は異なっており,そ の目的によって部分的に強調

されたり少 しずつ変えられていることが多 く,全 体として同じ賓神を再現することは

で きな い一 回 限 りの もの で あ る｡

 と こ ろが,寮 神 の各 祭 次 に お いて,一 群 の神 霊 を招 致(madt,安61)し 娯 神(nori,

董6Dさ せ て 災 いを解 く(P'uri,_一 豊gD一 こ と は ほ とん ど一定 して み られ,一十二 祭 次 を

1)Chinogwi(礼 皇孔 スi上r『)あ る い はchinogi(4皇71)と 発 音 され,ソ ウル･京 畿道 地 方 に

お いて 死者 の霊 魂 を あ の世(ch6s面9,刈 告)に 送 る賢神 を さ して この よ うに称 す｡楊 州 地 方 の

万 神 女(72歳1979年 現 在)に よ れ ば,死 後3日 以 前 に お こな う死 霊 祭 を と くにChin･chinogwi･

kut(社 礼 生荊テ)と 称 して い る｡そ して, chinogwi-kut(礼 立ヂ テ)と は49日 以 内 に お こな

う死 霊 祭 を さ し,七 七 斎(ch'ilch'iljae,君 電川:死 後49日 目にお こな われ る忌祭)と 共 に お こな

わ れ る もの で あ る とい う｡ま た,1930年 代 に は,死 後 葬礼 を お こな う前 に死 者 を七 星板 に載 せ
                                  ヌリモリ
たままお こな う場合 と死後時を経ておこな う場合があ り,京 城地方ではこれを板頭チノキおよ

びチ ンチノキ,海 州地方ではチノキ･マ ル ノキと称 していたことが記 されている[秋 葉 1938:

186]｡慶 尚道地方では死霊祭をogu･kut(2･〒 テ)と 称す るが,こ のogwi, ogi, oguと は,死

者の霊魂をあの世へ送 ることを意味す るもの とおもわれ る｡ogwiに はchin(心:湿 った)
-ogwiと  Vmarun(叫忌:乾 いた)-ogwiが あるようであ り, chinogwi-kutと は死後 まもな く日

を重ねないうち(万 神C女 の言にあるよ うに遅 くとも49日以内)に お こなわれ る死霊祭を さし

ていたといえよ う｡ま た,chinogi(礼 皇71)に 関 しては, chin(巡)と は不吉な事を意味 し,

ogi(立71)と はok(一,)が2音 節になった と考え られ獄(ok,舎:地 獄)で あって, chinogi

とは不吉 な地獄 という意味ではないか としている[金 1966:42-h3]｡な お,寳 神 とは巫観 に

よる歌舞 降神･除 災招福の儀礼をい う｡

2)｢祖 上｣の 概念 は,日 本語の｢祖 先｣｢先 祖｣と は必ず しも一致せず,同 姓集団をなす家 々の

祖上であ り,｢祖 先｣よ りは広い範囲にわたっている｡ま た,賓 神 においては,家 の守護神 や

地縁的な守護神を も祖上 と呼ぶので,本 稿で は原語 のまま表わ してお く｡
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遂行することによって除災招福という實神の目的 が成就 され る｡｢招 致｣･｢娯 神｣･

｢解 き｣が 何度 も繰 り返されることこそ歌舞降神儀礼である饗神の特徴といえよう｡

 巫俗に関する史的文献には巫俗そのものの側から書かれたものはほとんどないが,

そのことが何よりも巫俗の担って来た宗教的･社 会的性格を物語 っているようにおも

われる｡史 書･随筆 といった文献に散見する記述によれば,歌舞iを降神技法とす る巫に

ついてはすでに 『朱子語類』や 『漢書釈義』にみえ[柳 1971:42],ま た,高 麗時代

の巫儀はほとんど現代の實神と同じ構造性をもう ことが指摘されている[崔 1967:

6-29]｡1885年,蘭 谷によって著わされ描かれたとみられる 『巫党来歴』と題する写

本と13枚の絵図(楽 工の図と巫祭の十二巨星の絵図)は3),巫 俗そのものを対象とし

て記した貴重な資料であり,李 朝末の民衆の間における巫俗の盛行と当時の実学の気

風を示す結晶といえよう｡ま た,十 二祭次についての記録は,1937,1938年,赤 松智

城･秋 葉隆 『朝鮮巫俗の研究』上･下 巻にみられ,1967年,張 箒根･崔 吉城 『京畿道

地域巫俗』(楊 州郡巫女趙英子篇)は 巫俗を全般的に詳述 したものとして資料的価値

が高い｡

 巫による死霊祭 は,チ ノギ費神(京 畿道･ソ ウル地方)･娯 鬼實神(ogu-kut,皇 『L

テ:慶 尚道)･洗 祭(ssitkim-kut,饗 碧テ:全 羅道)･橋 祭(tari-kut,叫 司テ:北 部

地方)と いうように,地 方ごとに名称を別にしており巫祭 も相異する｡

 ここに掲げるチノギ寮神は,歌 舞を降神技法とする万神(mansin,只}祉:京 畿道･

ソウル地方での巫女に対する尊称)に よる,死 という災いを祓い招福を祈願するため

の儀礼である｡こ の場合,十 二祭次の各名称はこの賓神を遂行 した4名 の万神の各

者によって相異していたが,そ れらの祭次は本来数祭次にわたるのを短縮して一祭次

としておこなうか らであるという｡し たがって,本 稿では熟巫である大万神(k'uun-

mansin,モ 壁4)が 認識している祭次名を示す｡そ して,祭 次を続ける4名 の万神の

交替と雑鬼への施食に注視 しながら,万 神,神 託(kongsu, oT:神 霊の応答)を 受

ける依頼者とその長男の嫁(k'un-myonuri,ぞ 司午…の,同 婿(tongs6,号 刈:兄 弟

の妻たち相互の呼称)やsinui(ス1ヤ｡1:夫 の姉妹の呼称)た ち,祖 上および神霊の

それ ら相互の関係としての十二祭次を辿 り記述す ることとした｡

 従来の諸研究においては,巫 蜆の側か ら捉えた歌舞降神の巫儀を實神と見傲す一般

的傾向がみられる｡と ころが,実 際におこなわれている賓神は,前 述のような相互関

係として存在しているのである｡本 稿で,事 例を掲げて相互関係としての實神を記述

することにしたのは,何 故實神がおこなわれるのか,賓 神はいかなる機能を もってい

3)『 巫党来歴』 に関す る詳細な研究 として泉 の研究[1967:55-74]が ある｡
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るのかについて韓国社会の脈絡の中で捉え,韓 民族の文化･宗 教的世界観を考察しよ

うとする際,と くに賓神を成立させている相互関係が重要な手がか りを提供するもの

とおもわれるからである｡

 本稿に提出する資料は,筆 者が,昭 和53年度文部省アジァ諸国派遣留学生として韓

国に渡在中,京 畿道楊州郡K洞 の方々と共に過ごしフィール ド研究をおこなう(1978

年11月～1980年4.月)過 程で遭遇 した寮神の一つであり,教 えていただいたK洞 の方

々ならびに当地を訪れた万神の方々の暖かいご理解とご親切に依 っている｡こ こに深

く感謝し,依 頼者の夫S氏 の冥福を祈る｡

皿.十 二祭次 の実例

 この チ ノギ實 神 は,1979年9月27日 に原 因 不 明 の吐 血 に よ り他界 した依 頼 者 の 夫 を

極 楽 天 界(kungnak･ch'6ngye,号 叫 母 瑚1)に 送 り,死 の 災 いを 祓 い招 福 を 祈 願 す る

目的 で お こな わ れ た實 神 で あ る｡

 S宅 で は三 日葬(samiljang,4}望 を:死 後 三 日 目 に葬 式 を す る こ と)を お こ な い,

死 者 の 埋 葬 を 終 え た 日の 晩 に も同 じ万 神 に依 頼 してcharigoji(ス}司 塾｡1:棺 の置 か

れて いた と ころ を清 め る こ とを 意 味 し,死 の災 い を祓 う巫 儀 を さす)を お こな って い

る｡

 12月7日 は明 け方 に 附祭(puje,県 刈)を4)す ま せ た後,夕 方 か ら この チ ノ ギ實 神

が お こなわ れ る こ と とな った｡

 K洞 で は ほ とん ど の寮 神 が 夜 間 にお こな わ れ た が,こ れ は一 般 に 神 霊 や祖 霊 は夜 間

に活 動 す る と され て い る こと に よ る よ うで あ る｡

 i費神 の 当 日 は,依 頼 者 が 中心 と な って嫁 お よ び 同婿 やsinui等 に よ り甑 餅(siru-

ttok,メ1早 項:甑 と は素 焼 の蒸 籠 を称 し,糎 米 の 粉 と小 豆 とを 層 に して入 れて 蒸 した

餅)･白 雪 餅(paeksolgi,唄 星71:梗 米 の粉 で 作 った 蒸 餅)･三 色 果 実[sam-sekkwasil,

殻 明斗･豊:3種 類 の 果物 の意 で儒 教 式 の祭 祀(chesa,刈 スDの 際 に供 え る喪･栗･柿

を さす が,こ こで は,り ん ご･な しな ど も含 め て この よ う に呼 ぶ]･北 魚(pug6,菩

司:乾 明太 魚)･豚 頭･牛 足･酒(sul,を)･お 菜物(namul,爵 量:青 葉 を ゆ でて 作

った お 菜)･白 米 な ど の供 物 や 接 待 の た めの 濁 酒(makkolli,叶 亙 司)と 数 種 の キ ムチ

お よび 御 飯 や お汁(kuk,号)が 準 備 さ れ る｡こ の 場 合 に は見 られ なか った が,大 門

4)卒 嬰[cho190k,告 書:人 が死んだ後3カ 月 目の丁 日また は亥日にお こなわれる祭祀(chesa,

刈朴:儒 教式の祭祀を さす)]の 次の日の早朝にお こなわれ る祭祀を称 し,こ の とき死霊は祖

霊の もとに行 くとされている｡
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(taemun,州 モ:家 の 出入 門)に 禁 縄(kumjul, R :注 連 縄)が は られ て い る こ と

もあ る｡

 午 後2時 頃,大 万 神 が2名 の 神 娘[sinttal,祖 吐:万 神 は降 神 した 後 大万 神 との間

に神 縁 に よ る母 娘 関係 を結 ぷ こと が一 般 的 で あ り,そ れ ぞ れ 神 母(sinomoni,祖 司司

月),神 娘 と呼 び あ うユな らび に神 母 を 同 じ くす る年 下 の万 神[大 万 神 は妹(tongsaeng,

暑 碧)と 呼 ぶ]を 伴 な ってS宅 に訪 れ た｡4名 の万 神 は,内 房(anppang,蛙 鹿})に

入 って 巫 儀 に使 う帝釈 扇(ches6k-puch'ae,刈 絹 早 刈:帝 釈 と は巫 の まつ る仏 教 的色

彩 の 濃 い神 霊 で,子 孫 の守 護 神 と され て い る)･帝 釈 僧 帽(chesok-kokkal,刈 層 ヱ せ)

･修 羅 箋(surachong ,千 叫 舎:修 羅iとは争 いを 好 む 鬼神 とさ れ る)な ど の扇 や 扇形

のつ く り もの を 白紙 で 折 りな が ら,十 王 橋[siwangdari,メ1男 じ}司:死 者 が こ の 世

(･ysung,｡1会)か らあの 世(chosung,刈 舎)へ い た る間 を橋 と見 徹 して この よ うに称

す]に 使 う麻 布(sambe,心 司:荒 い 織 りの麻 布 で 喪 服 に 用 い られ死 を象 徴 す る もの)

や 白木 綿 布[仏 事 橋(pulsa-tari,暑 朴 叫司)と 称 し,鉢 里公 主(parigongju,叫 司 号

T:捨 姫)の 際 に用 いた もの を 麻布 と同様 に 使 う]あ るい は祖 上 お よ び死 者 の た め の

チ マ(裳)･パ ジ(袴 様 の下 衣)･チ ョゴ リ(上 衣)を 確 認 し,さ らに位 牌(wip'ae,

羽 朝)･位 牌 敷(wip'ae-pangsok,斜 朝 魁絹)を 白 紙 で 切 り抜 い て準 備 す る｡

 ま た,實 神 の主 な祭 場 とな る大 庁[maru,叫 早:家 の守 護 神 で あ る成 造(songju,

層 手)の 宿 所 と され て い る]の 奥(西 北 側)に は,万 神 の 指示 に よ っ て,山 神 膳

(sansin-sang,妊4を1切 り分 けて 高 く重 ね た 甑 餅･果 物･菓 子･白 米･酒)･将 軍 膳

(changgun-sang,看 廿･音:山 神 膳 に 準 ず る)･仏 事 膳(pulsa-sang,暑 朴 徳:白 雪餅･

写真1 白紙で折 った り切 り抜いたりして,養 神 に使 う紙 のつ くりものを

   作 っている万神たち｡
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図1 S 宅 の 間 取

豆 腐･果 物･菓 子･酒)･祖 上 膳(chosang-sang,王 号 骨:切 り分 けて お皿 に入 れ た

甑 餅･豆 腐･果 物･菓 子･北 魚･白 米･酒)･本 郷 膳(ponhyang-sang,甚 替 甘:切

り分 け た甑 餅･白 雪 餅･果 物･菓 子･豆 腐･お 菜物 な ど を少 しず つ 供 え る小 さ い膳｡

なお,本 郷 と は本 郷 木 に住 む神 霊 で,依 頼 者 の住 ん で い る地 を 守護 して い る と され る)

と成造 甑(s6ngju-siru,層 午ス1早:甑 に入 った まま の甑 餅･果 物･菓 子･酒)や 大 監

甑(taegam-siru,函 看 刈 早:甑 に入 った ま ま の甑 餅･濁 酒･牛 足･豚 頭･北 魚｡な

お,大 監 とは 多欲 な財 福 の神 と され る)な どの 供 物 が 整 え られ,そ の う ち仏 事 膳 は 内

房 に置 か れ た｡ま た霊 座[yongjwa,噌 料:ふ つ う小祥(sosang,左 骨:死 後1年 目

の忌 祭)ま で の1年 間(こ の 場合 は70日 間 に短 縮)5)死 霊 を家 の中 に まつ る が,そ の

祭 壇 を さす]の あ った 越 房(korinonbang,電 旦 耳})を は じめ とす る各部 屋 お よ び厨

房(pu6k,早 曽),内 庭(an-madahg,蛙 叫 噛)の 醤 甕[changdok,を 昇:味 噌･醤 油

を醸 造･貯 蔵 す る陶 製 の か め で,日 あた りの よ い と こ ろ に作 られ た醤 甕 台(changdok-

tae,を 号 朔)の 上 に並 べ られ て い る]の 上 や井 戸(umul,♀ 暑),納 屋(kwang,0)･

牛 舎(woeyangkan,胡 呼 濱})･大 門 お よ び門 の 外 に あ る便 所(pyonsokan,電 土 赴)

な どの 各 所 に,切 り分 け た甑 餅 を少 しず つ お皿 に入 れ て供 え た｡

 やが て 準 備 が 整 う頃 に は 日没 とな り,本 郷 膳 が外 庭(pakkat-madang,叫 壁 叫 弓)

に運 ば れ,そ の場 に い る人 々が す べ て 門 の外 に 出て しま う と,杖 鼓(changgu,を

5)依 頼者の家S宅 には85歳 になる亡き夫の継母が あり,い わゆ る簡素化を計 るうえか らも附祭

をすませた後 に霊座をかたづけることに したとい う｡
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写真2 醤甕台に供える万神と依頼者｡

表1チ ノ ギ 餐 神 の 十 二 祭 次

祭 次 名 祭 場

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

 12月7日 午 後5時m日 午 前3時

行 厨 退 散(haengju-mullim,碧 そ 苦 弔)

不 浄 巨 里(pujong-kori,早 石 湘 司)

祖 上 巨 里(chosang-kori,王 な 湘 司)

神 将 巨 里(sinjang-kori,祖 を 湘司)

大 監 巨 里(taegam-kori,函 看 刻…わ

仏 事 巨 里(pulsa-kδri,暑 ス}刃司)

舞  監(mugam,早 看)

上 山 巨 里(sangsan-kori,鷲 埜 屑 司)

成 造 巨 里(songju-kori,層 手 刃司)

基大 監 乞 粒(t'odaegam-kollip,司 司 君 弓噌)

  12月8日 午 前7時 一 午後1時

軍 雄i巨 里(kunung-kori,『L苦 屑 司)

城 陛 巨 里(sδnang-kori,刈 唐 囲司)

使 者 娯 遊(saja-nori,ス}ス}寺｡1)

鉢 里 公 主(parigongju,叫 司 普 条)

十 王 橋(siwangdari,ス1箸 叫 司)

後 饅(twitcchan,唄 冠)

外庭

大庁･内 房･越 房(霊 座のあった部屋)

大庁

大庁･内 房･越 房

内庭

内房･大 庁

大庁

大庁

大庁

内庭

内庭･大 庁

外庭

外庭

外庭

外庭

外庭

子)6)の 音と共にいよいよ實神が始められる｡こ の杖鼓の音によって,近 所の人々は

實神が始まったことを知り見物に訪れる｡表1に は以下に述べ る十二祭次の名称と祭

場をまとめておいた｡

6)胴 の くびれた両面鼓で,坐 してこれを前に横たえ左右両面を打つ｡た だ し,チ ノギ賓神の鉢

里公主の巫歌を語 るときは縦 にしてその上面のみを打 つ｡巫 楽には不可欠 なもので,賓 神では

常 に用い られる打楽器である｡changgo(を ヱ)と も称 す｡
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 1･行 厨 退 散(haengju-mullim,碧 手 量 沼)

 行厨(haengju,碧 午)と は御膳 を別 の と こ ろに移 す こ とを 称 し, mullim(畳 沼)

とは 追 い は ら う ことを 意 味 す る｡す で に外 庭 に は本 郷膳 が 運 ばれ て お り,人 々は み な

門 外 に 出 て,杖 鼓 の音 と共 に 外 庭 が祭 場 と な る｡賓 神 を お こな う依 頼 者 の 家S宅 か ら

雑 鬼 を退 散 させ るた めの 祭 次 で あ る｡

 外 庭 に は,本 郷 膳 に甑 餅･白 雪餅･三 色 果 実･大 豆･小 豆･豆 腐･お 菜 物･酒3杯･

水1杯 が 供 え られ,そ ば に 白米 で満 た され た 枡 が 置 いて あ る｡そ の 白米 に,城 陛 旗

(sonang-ki,･『 廿 フ1)?》が さ さ れて い る｡

 万 神 は平 服 の ま ま花扇(kkot-puck'ae,受 早 ヌ魂)を 手 に して 巫歌 を朗 唱 し,そ れ を

受 け て坐 巫 が 杖 鼓 を打 ち なが ら巫 歌 を くり返 す｡こ の こ と を 万 寿 受 け(mansubaji,

蛙午 魁･1)と いい,そ の際,蜜 神 を お こな って いるS宅 の 住 所,亡 き夫 と その 夫 妻 で

あ る依 頼 者 の姓 名･年 齢,そ の子 女 の 名 お よび年 齢 が 次 々 に くり返 され て い く｡そ し

て･万 神 は,快 子(k'waeja,朝 叫:韓 軍服 の 一種)を 身 につ けて杖 鼓 と鍼 鍵(bara
,

叫叫)8)に よ り激 しい舞iいを 続 け,大 神 軍 雄(taesin-kunung,朝 祖 子 皆:taesinと は

巫 に宿 って い ると さ れ る神 霊 を 意 味 し,kunungと は戦 死 した 武将 勇 士 の霊 を称 す)

･都 堂 軍 雄(t'odan･kunung
,呈 吐子 昔:t'odanと は高 く平 坦 な地 を 意味 す る)･上

山軍 雄(sangsan-kunung,徳4}子 七:全 て の鬼 神 を 退 散 させ 得 る強 い神 霊 とさ れ て い

る)･本 郷 大 監(ponhyang-taegam,甚 替 司 イ}:郷 土 を ま もる神 霊｡な お,大 監 と は

敷地･家･樹 木･石 な ど に 宿 る神霊 の尊 称)･府 君 大 監(pugun-taegam,早 せ 函 看:

洞 内 を ま もる神 霊)･都 堂 大 監(t'odan-taegam,一 呈 せ 司 イ})T殺 霊大 監(saly6ng-tae-

gam,登 喝 函 イ}:不 慮 の 死 を 遂 げ た 霊)･水 殺 大 監(susal-taegam,牛 量 函 イ}:水 の 悪

霊 を称 す)･使 臣大 監(SaSin-taegam,ス ト祉 州 君:王 の代 理 と して外 国 に派 遣 され た 使

者 の霊)･樹 林 大 監(sup'ul-taegam,千 琶 明 君)･独 脚 鬼大 監(tokkaebi-taegam,王

州 司 朝君:tokkaebiと は妖 鬼･化 物 を意 味 す る)･軍 雄大 監(kunung-taegam,｢乙 苦

朗 客})･上 山大 監(sangsan-taegam,尋 妊 司 君)･男 城陛(nam-SOIlang,官 刈 号)･女

城 陛(yo-sonang,司 刈 せ)･軍 雄 祖 父(kunung-haraboj,干 昔 量｡ト司刈)･軍 雄 祖 母

(kunung-halm6ni,辛 苦 量 司 司)･本 郷 祖 父(ponhyang-haraboji,娑 替 量6}1魂 刈)･

本 郷 祖 母(ponhyang-halm6ni,甚 脅 量司 レDな どの 諸神 霊9)に 賓 神 を お こな う こと

7)洞 内の三つ辻で,万 神 によ って白紙で作 られた旗を称す｡

8)韓 楽器の一つで シンバルに似た銅拍子｡銅 鍼(chegum,刈･音)と も称す｡神 霊が降神する

ときに多 く用 いられるようである｡

9)諸 神霊の名が次々と呼ばれ30分 の間続け られたが,15年 前 には諸神霊 に告知す るのに2～3

日か けていたとい う｡そ れ らの神霊の中には,遠 く昆命山の山々の山神等 も含まれていたとい

う｡
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が 告 知 され て い く｡

 ま ず最 初 に,内 堂 基 主(anttang-kiju,蛙 唐71雫:内 堂 と は母 屋 の 大 庁｡大 庁 の守

護 神)が 降 神 し,

  ｢あ あ,(お 金 が)な い と い って(夫 が お こ なお う とい った實 神 を)お こな わ ず に｡

 私 が 知 らせ た に もか か わ らず[先 に 洞 内で お こな わ れ た 財y'神(chaesu-kut,刈

 千 テ=財 運 を祈 願 して お こな わ れ る賓 神)の 際 の 神託 を さす]10),あ あ,子 女 が か

 わ い そ うだ｣

と く り返 し語 る｡そ れ に対 して 依 頼 者 は,

  ｢知 らな か ったか らで ござ い ます｡分 らなか った か らで ござ い ます｡そ れ で,今

 日,こ の よ うに精 誠(ch6ngs6ng,層･慧:ま こ こ ろ｡こ こで は供 物 を そ なえ て チ ノ

 ギ賓 神 を お こな う こ とを さす)を こめ て お ね が い して お り ます｡ど うか,亡 くな っ

 た者 を よ い と こ ろに お連 れ くだ さ り,遺 さ れ た者 た ちが 長 寿 を全 うで き ます よ うに｡

 幸 せ に よ い暮 しが で きます よ うに｡子 供 た ち の た め に,主 人 は先 に行 って しまい ま

 した が,私 は長 く長 く生 きて い けま す よ うに して くだ さ い ませ｣

と何 度 も両 手 を 擦 りな が ら降 神 した 万 神 を 拝 む｡

 ま た,そ の場 に いた依 頼 者 の 同 婿 やsinui,そ の嫁 で あ る婦 人 た ち も,順 に その 子

女 の 年 齢 を い い なが ら拝 んで い く｡

 次 に,万 神 は,依 頼 者 を坐 らせ て そ の頭 上 にお いて 包 丁(puok-k'al,早 曽 看)で 空

を 切 り,さ らに青 竜 刀(ch'ongnyongdo,恕 暑 三)と 三 枝 槍(samjich'ang,4}ス1萎})

を 打 ち 合せ て雑 鬼 祓 いを お こな い,北 魚 を 雑 鬼 に施 して そ の災 いを 防 ぐ｡

 北 魚 の頭 が外 側 に向 けて 投 げ られ た 後,万 神 は,右 手 に扇(puch'ae,早 ヌの を 左

手 に巫 鈴(pangu1,母 音)を と って 舞 い,城 陛 旗 を手 に して 降 神 す る｡再 び神 託 が 続

き,降 神 した万 神 は そ の最 後 に,

  ｢よ く分 った｡こ の精 誠 を受 け と る こ と にす る｡心 配 す るな｣

と神 託 し,激 しい跳 舞 の 後,杖 鼓 の音 が止 む｡

 人 々 は門 の 中 に入 りは じめ,祭 場 は家 の 中 に移 る｡こ の と き,城 陛 旗 は門前 に さ し

て おか れ る｡

 2.不 浄 巨里(pujong-kori,早 層 メ国)

 賓 神 に集 ま って くる神 霊 の 中 に は,人 々 に災 禍 を お よぼ す 鬼神 も含 まれ て い る こと

か ら,そ れ らの 鬼神 を除 き祭 場 を浄 化 す るた め にお こな わ れ る祭 次 で あ る｡

10)こ れ につ い て は拙 稿[重 松 1980:107]参 照｡
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写真3 祭場となる大庁に供えられた供物｡中 央には七星神を招致する
   ための膳が準備されている｡

 實 神 の主 な 祭 場 とな る大 庁 にお いて お こな われ,万 神 は平 服 の まま で,立 巫 が杖 鼓

に合 わせ て 多 くの 神 霊 を招 致 す る｡別 の 立 巫 が依 頼 者 の家 族 の 年 齢 を 唱 え な が ら焼 紙

(soli,左 ス1)を お こな って い る｡大 庁 に は,行 厨 退 散 の 際 に用 い られ た本 郷 膳 が あ げ

られ,中 央 に別 の膳 が 設 け られ て い る｡そ して そ の 上 に は 白米 の入 った 飯鉢(chubal,

午 壁)に 燭 が と も され,水 の入 った 飯鉢 が 置 か れ て,万 神 は 七 星 神(ch'ilsong-sin,

電層･証:生 命 を あた え る神 とされ る)を 招 致 す る｡ま た 同時 に,別 の 万 神 は,焼 紙 し

た 灰 を水 に浸 し,こ の 灰 水 を入 れ た砲(pagaji, Bレ}刈)を 持 って 大 庁･内 房 お よ び

霊 座 の 置 い て あ った 越 房 を まわ り祭 場 を浄 化 す る｡

 大 庁 に†ま,万 明米[而almissal,壁･1せ:malmiと は万 明(malmyong,雪 唱:巫 女

の霊)の こ とで,こ こで は巫 女 の 霊 に供 え る

米 を さす]1斗 と大 神 盤(taesinban,朝 組 蛙     ･▽

:撒 米 の 占 いを お こな う膳 を称 し,こ こで は

郭驚 灘瓢 恭∵撚   勤
隣 鳳 棚)･七 星餅(ch'ilsong-,･メ 醗 瓢 欝'･

tt6k,翌 姻)･将 軍 餅(･h･nggun-ttok,を .一｡鰭 〉;...."癬 力･'･

老 剛 と呼 ば れ る餅 を は じめ とす る供 物 力･そ 纏 誌 ∴ 騨 聯､･…

れそれの膳に整えられ,祖 上膳･成 造甑･大

監欝 纏 ㍍
礼この膳の上に 撫'繕 麟

七星神を招致 した際の飯鉢がある｡白 米の入    写真4焼 紙をおこなう万神｡
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った飯鉢には白縣が置かれ,こ れは長寿祈願という｡ま た水の入った飯鉢には喪が浮

かべられている｡

 家の各所に置かれた供物のそばに燭がともされ,こ こに,神 霊や祖上はすべて招致

されることとなる｡

 万神は,こ れ らの神霊や祖上に対 して,こ の賓神が依頼者の精誠によってその亡き

夫を極楽天界に送るたあになされていることを告げる｡そ して,依 頼者はその子女の

年齢を万神に伝え,そ れが万神によって神霊や祖上に告げられる｡こ のとき,k'un-

chip(暑 苓:父 母を奉養 した長男の家｡こ こでは依頼者の夫の兄の家をさす)の 養子

に出た依頼者の長男が,そ の生家の子女の序列の中で語 られ,そ の長男の子女および

養家の姉妹についても続けて告げられた｡ま た,そ の場にいた依頼者の同婿たちもそ

れぞれに子女の年齢をいい,万 神はその家族や親族の人々を神霊および祖上に告知 し

ていく｡

 その後,万 神は杖鼓と欽鍵により跳舞iを続け,こ の祭次は霊山(y6ngsan,(甑 』:

変死 した者の霊で不浄な悪霊とされる)に 対する施食で終わる｡

 3･祖 上 巨里(chosang-k6ri,王 甘 フ『司)

 万 神 は,紅 天 翼(hongch'ollik,喜 邊 弔)11)の 上 に快 子 を 着 て朱 笠(pitkkat,嬰 染)

を か ぶ り,右 手 に花 扇 を左 手 に巫 鈴 を 持 ち,巫 歌 を 朗 唱 しな が ら杖 鼓 と欽 鍵 に合 わ せ

て 舞iう｡

 次 に,万 神 は祖 上 軍雄 祖 父(chosang-kunung-haraboji,王 を子 舌 墾｡}司 ス1)に 対

して,

  ｢『ひ と りに な って,こ れ か ら(長 生 き して も)ど うす る』 とお っ しゃ らな いで,

 7人 の 子 女 に対 して よ く して くだ さい｣

と告 げ る｡そ の応 答 と して の神 託 が続 き,子 女 の 運 勢 が 伝 え られ て い く｡

 高 等 学 校 の入 試 を 控 え た 末 娘 の た め に,そ の 母 で あ る依 頼 者 は,

  ｢今 月 試 験 を受 けます｡ど うぞ 高 等学 校 に入 れ て くだ さい ま せ｡私 は このkannani

  (凌せ｡1:生 まれ て ま もな い赤 ん 坊｡こ こで は末 娘 を さ して い る)の た め に,こ の

  子 の た め だ け に は,そ の 父 と もな れ ます よ うに 力 を お 与 え くだ さ い｣

と手 を 擦 りな が ら拝 む｡こ の 旨を十 二 巨星 の 神 霊 や 祖 上 に伝 え る と降 神 した万 神 は答

え る｡そ して,そ の他 の 親 族 の 運 勢 が 次 々 に伝 え られ て い く｡

 万 神 は,杖 鼓･鐡 鍵･銅 耀(ching, Oi)12)に よ り跳 舞 し,次 に五 方 神 将 旗(oban-

11)成 造神を象徴する紅色の衣裳｡成 造巨里 と軍雄 巨里 に用い られ る｡

12)青 銅製で盆状の楽器｡ド ラ｡杖 鼓 と共 に巫楽で は普通に用い られる ものである｡
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sinjang-ki,ユ 砦祖を71:五 方旗とも称 し五方にいる雑鬼を祓うとされる五色の旗)を

手にして舞 う｡そ の間,依 頼者は祖上膳の方を向いてくり返 し拝礼(ch61,有)を お

こなう｡さ らに,万 神は,右 手に青竜刀を左手に三枝槍を持ち,そ れらを合せた音に

よって雑鬼を祓い,大 庁から内房に入 って同様な所作をくり返す｡次 に,依 頼者の身

のまわりを大神刀(taesink'al,州4冠)で 祓い,そ の大神刀の先がどちらも外に向く

まで投げ落とす｡外 に向けば雑鬼が退散 した ことを示すという｡ま た包丁を使 って同

様に祓 いがおこなわれる｡霊 座のあった越房や亡き夫が生前身につけていた衣類も神

刀(sinkal,4看)と 五方旗により祓われる｡

 次に万神は快子と朱笠を身につけて右手に扇を左手に巫鈴を持 ってi舞い,依 頼者は

手を擦り合せて拝む｡さ らに万神は左手に大神刀を右手に麻布をとって掲げ,外 に祖

上を招致する｡一 方依頼老は山神膳の方に向か って くり返し拝礼をおこなう｡杖 鼓･

鍼鍵･銅 鍵による万神の激しい跳舞が続き,依 頼者の祖上たちが次々に降神して来,

祖上が降神した万神は依頼者に抱きついて泣 く｡そ して,万 神 とその場にいた一老婦

人によって麻布と白布が引き裂かれ,降 神 した祖上は立ち去って行 くと見倣される｡

 さらに続けて,紙 榜(chibang,ス1暗:こ こでは神位の名を書いた紙の位牌 をさ

す)13)の 作られた祖上を呼ぶため,万 神は左手に巫鈴を右手に三神扇ならびに亡き者

図2 賓神の準 備･神 託にかかわ った女性たちの関係

13)位 牌 とは壇･商･院･寺 などにまつる神位の名を書いた木札をさ し,位 板 とも称す｡一 般に,

 祭祀をお こな うごとに神位 の名を書 いた紙すなわち紙榜 を木札にはって位牌 とす ることが多 く

 み られる｡
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を 象 徴 す る韓 服(パ ジ･チ ョゴ リで 男性,チ マ･チ ョゴ リで 女 性 を象 徴)を 持 ち,内

庭 に降 りて そ れ ぞ れ招 致 し,大 庁 にお い て跳 舞 降神 す る｡

 ま ず,依 頼 者egoのsiharaboji(ス1量6圖 ス1:夫 の祖 父)で あ る① が降 神 して,万

神 は,

  ｢あ あ,大 事 な 孫 主 が｡あ あ,子 孫 た ち よ｡そ ん な こ とが あ る だ ろ うか｡uri-

 chiban(♀ 司唱 妊:わ れ らm)14)が この よ うな こと にな って しま って｡私 は何 も

 して あ げ られ な か った が… … あ あ,年 少 の 子 女 を ど うす れ ば いい か｣

と泣 き な が ら語 る｡そ して,次 に ②･⑧ のsiaboji(ス1｡圖 ス1:夫 の父)･si-omoni

(刃 司司 司:夫 の 母)が 降神 し,依 頼 者 は その 同 婿 た ち に語 りか け る｡ま た,紙 榜 は

作 られ て いな い 天 死 した依 頼 者 の夫 の兄 と い う④ が 降神 した｡最 後 に,激 しい跳 舞iの

あ と亡 くな った 夫 ⑤ が 降 神 す る｡万 神 は,

  ｢あ あ,uri-omoni(♀ 司 嫡 司 司:母｡こ こで は生 きて い る85歳 の継 母Aを さす)

 が か わ いそ うだ｡あ あ,か わ い そ うだ｡nechip(司 苓:自 分 の家 の 人 た ち｡こ こで

 はAに と って の ①･②･③･④･⑤ を さす)だ とわ か って｡あ あ,か わ い そ うだ｡

 ま た,7人 の子 女 を(残 して)｡あ あ,悲 し い｡… … こん な に年 少 の 末 子 を｡… …

 この よ うな こと が あ ろ うか｡八 字(p'aljja,邊 ス}:生 年 月 日を 干 支 で 表 わ した もの

 で 一生 の運 命 を決 定 す る と され て い る)だ と は い って も｡… … こん な に年 少 の あ の

 子 を(残 して)… …｣

と涙 を 流 して 泣 く｡夫 が 降 神 して い る万 神 は,妻 で あ る依 頼者 や長 男 の 嫁 お よび 長 男

を養 子 と して い る依 頼 者 の 同 婿 に語 りか けて い く｡こ の よ うな 時 に,降 神 して 来 た 祖

図3寳 神を遂行 した万神 とその巫系15)

14)uriと は具体的社会関係の存在を示 し, chibanは 同姓集団をなす家 々の成員を さす｡

15)賓 神 の進行中,L女 は体の調子が悪いた めに主 と して杖鼓を打 ち, K女･M女･N女 によっ

 て祭次のほとん どがおこなわれた｡チ ノギ賓神 として最 も重要な祭次で ある祖上 巨里･十 王 橋

 は熟巫で ある大万神K女 によ って おこなわれ,M女 によって不浄巨里･仏 事巨里･鉢 里公主が

 お こなわれた｡な お,万 神の身が不浄である場合,上 山巨里･七 星巨里･仏 事 巨里 は別の万神

 が交替 してお こな うという｡
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上への路銀として万神に別費(pyolbi,電 司:ii¥銭 にあたる)が 支払われる｡杖 鼓･

鍼耀･銅 鐸により跳舞 し,平 服となって霊山に対する施食で終わる｡

 この後,別 の万神が,巫 鈴で供えられている万明来をす くい取り,依 頼者やその同

婿たちの手の平の上に落とし与えてその米粒の数によって占いをおこなった｡こ のと

き,奇 数は凶,偶 数は吉を示すとされており,偶 数の場合はその米粒を食べると招福

できるとされている｡

4･神 将 巨里(sinjang-kori,社 そ}フ『司)

 万 神 は,爽 袖(s6psu,唱 牛)16)の 上 に 快 子 を 着 て,戦 笠(chonnip,赴 唱)を か ぶ

り,杖 鼓･銭 鍵･銅 耀 の 音 と共 に,五 方 神 将 旗 を手 に して大 庁･内 房･越 房 を ま わ る｡

五方 とは東 西 南 北 お よび 天 上 の五 方 を 称 し,五 方 神 将(obang-sinjang,立 暗組 そ})17)

が 五 方 に い る雑 鬼 を 追 放 す る とさ れ て い る｡五 方 神 将旗 に よ って依 頼 者 の 身 の ま わ り

が祓 わ れ,次 に,依 頼 者 の 頭 上 に亡 き夫 の 衣 類 を の せ て 神 刀 で雑 鬼 を断 ち切 る祓 い を

お こな う｡そ して,万 神 は 口に 含 ん だ酒 あ る

い は水 を そ の衣 類 にふ きか け,ま た 小豆 が 投

げ られ る｡続 けて 包 丁 と牛 足 に よ って祓 い と

施 食 が お こな わ れ,刀 先 お よ び牛 足 の 先 が 外

側 に 向 くまで 何 度 も内 庭 に 投 げ落 され る｡

 次 に,万 神 は,神 将 打 令(sinjang-t'aryong,

4を β周)18)一 を 唱 え な が ら,一五 方 神 将旗 を

巻 い て旗 の 柄 の方 を さ し出 して一 本 だ け選 ば

せ て 占 う｡紅･白･黄･藍･緑 の5色 の 旗 の

う ち,紅 色 旗 は財 数(chaesu,スT:運 勢 と

くに財 運 を意 味す る)が よ い こと を意 味 し,

白色 旗 は七 星 と仏 事 に精 誠 を お こな え ば よ い｡

黄 色 旗 は祖 上 に対 す る供 応 を しな けれ ば な ら

な い こ とを示 し,藍 色･緑 色 旗 は心 中 が 安 ら

かで な く死 の 運 数 を象 徴 して い る｡こ こで は,

依 頼 者 とそ の 同婿 やsinuiの みが お こな った

写真5 依頼者の頭上に亡き夫の衣

    類をのせて神刀で祓いをお

    こなう万神｡

16)紅 色の袖のつ いた黄色 の衣裳｡別 星巨里 と神将 巨里に用い られる｡軍 服の一種｡

17)中 国の古い五方五帝説 を伝承 した道家流の神格であ り巫神図に描かれた神像 も中国服を装 っ

 ていると記 されてい る[赤 松1938:97]｡

18)打 令(t'aryong,ε 樽)と は難子詞｡こ こで は巫歌の一種｡
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が,財 数賓神の際には,見 物客を含めてその場にいるすべての人々がこの占いをおこ

なう｡

 万神は,牛 足 と豚頭を持 って舞い,依 頼者のチマの中に投げ入れ,五 方旗を手にし

て顔ならびに快子と藍帯(nam-tti,せ 司)の 間に別費としての紙幣を挾んで くれるよ

うに要求する｡次 に,白 米が内房および越房に投げられ,こ れは招福を意味している｡

そして五方旗の各旗の間に別費が置かれ,神 託がおこなわれる｡そ の後,万 神は甑餅

を少 しずつ内庭に投げて雑鬼に施食し,ま た,依 頼者に酒を飲ませて跳舞iで終わる｡

次に,使 臣の霊に対す る供応として,豚 頭が三枝鎗にさされ,そ の三枝鎗を立てる祭

次がある｡塩 で三枝鎗のもとが固定され,使 臣の霊が受け取った時に立つとされる｡

 5.大 監巨里(taegam-kori,朔 看囲司)

 大庁において,万 神は濁酒を飲みながら牛足を手にとり跳舞を続ける｡戦 笠をとり

大監甑を頭上にのせ,花 扇を藍帯にさして大庁や内庭の各所をまわる｡こ の間,大 庁

では杖鼓･鍼 鍵･銅 鍵が打たれ,も どって来た万神は,依 頼者に別費を大監甑の中に

入れるように要求する｡同 様のことが豚頭を頭上に載せておこなわれた｡

 大監は福とくに財運の神とされ,大 監甑と豚頭 は依頼者に渡される｡こ れらを受け

取 ると招福できるとされており,こ のとき,見 物客にも濁酒･肴･甑 餅･キ ムチなど

が接待される｡

6. 仏事 巨里(pulsa-kori,暑 ス}オ司)

万 神 は,僧 帽(kakkal,ユ 壁:僧 侶 や 尼 僧 の 山形 の か ぶ り もの)を か ぷ り,長 杉

写真6 内庭の各所を まわ って大庁に もどって来た万神が頭上の甑の中

   に別費を入れ るように要求 して いる｡
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(changsam,,zol-･音)19)の 上 に左 肩 か ら右 脇 へ

袈 裟(kasa,フ}スDを か けて 紅 帯(hong-tti,

菩 司)で 結 び,右 手 に素 扇(so-puch'ae,土

ギ･刈:白 扇)を 左 手 に巫 鈴 を 持 つ｡杖 鼓 を 打

つ 坐 巫 と仏 事 巨理 主 受 け(pulsa-korijubaji,

暑 神 オ 司 手 魁｡1:立 巫 の朗 唱 した こ とを坐 巫

が く り返 し朗 唱 して い く巫 歌 の 一 つ)が く り

返 され,続 いて仏 事 讃 歌(pulsa-norae-garak,

暑 朴上 翼7ト脅lnoracgarakと は巫 歌 の一 つ)

が朗 唱 さ れ る｡

 ま た,先 に万 神 が 内房 で拝 礼 を お こ な い,

仏事 膳 は大 庁 に 出 され て い るが,万 神 は依 頼

者 を そ の仏 事 膳 の前 に坐 らせ,鉦(kkwaen-

ggwari,噌 斗 司)を 打 ち なが ら七 星経(ch'i1-

son.ggyong,型･碧 怨)を 口に 出 して い く｡

写 真7 杖 鼓 を 打 つ 坐 巫 とpulsa-

   kori-jubajiを 唱 じる万 神｡

 唱 経 が しば ら く続 い た後,饒 水(chonsu,湿 亭:雑 鬼 を追 い は らうた め に水 滴 を ま

く巫 儀)が お こな わ れ,万 神 は紅 色旗 と 白色 旗 を手 に と って 舞 い なが ら大 庁 お よ び 内

房 を まわ る｡

 次 に,仏 事 膳 に供 え られ て いた 白 米1鉢･白/'41¥ー よ り･蝋 燭 を順 に右 手 に と り,素

扇 を 左 手 に して 舞iう0そ の後,一神 刀 を 口に は さ んで ラ そ れ を は ず し,白 雪 餅 の 入 った

写 真8 kkwaenggwariを 打ちなが ら唱経を続ける万神｡

19)帝 釈神を象徴す る白色 の衣裳｡帝 釈巨里･仏 事 巨里･七 星巨里に用 い られる｡
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かなり重い仏事甑を口で支えたまま静かに舞 う｡仏 事甑が支えられた瞬間,仏 事神

[pulsa-sin,暑4社1命 福をあたえるとされ,帝 釈(chesok,刈･『)と も称される]が

それを受け取 ったと見徹される｡口 で支えられた仏事甑をはずす際になかなかとれな

いため,焼 紙がおこなわれた｡こ の仏事甑が口で支えられはずされる間,依 頼者をは

じめ人々は手を擦 りなが ら,そ の甑の中に別費を入れて拝む｡仏 事甑がはずれた後,

万神は銭鍵を打ちながら舞iい続ける｡

 ここで,依 頼者のk'Vun-myonuri(呈 明干司:長 男の妻を称す｡こ の場合は依頼者

の夫の兄の家に養子に出た長男の妻をさす)に は男子がないため,依 頼者とその同婿

(夫の兄の妻をさす)お よび査頓(sadon,祥 曇:婚 家間の両親親族相互の呼称｡こ こ

ではk'un-myonuriの 実母をさす)の3人 の母も加わって産子祈願がなされた｡こ

れに答えて,亡 き者を極楽に送 り男子出産の願いをかなえるという神託が下される｡

 次に,帝 釈扇･帝 釈僧帽･修 羅箋が焼紙され,万 神が依頼者とその同婿の手の平に

米粒を落としあたえて,そ の数によって前述のとおり占う｡ま た,万 神は鍼鍵をとり

銭鍵打令(bara-t' varyong,叫己}E}…碧)を 朗唱し,依 頼者の家族や親族の各者について

も鍼鍵を打ちなが ら神託をおこなう｡

 そして,万 神は平服となり雑鬼に施食 し,こ の祭次は終わる｡

7.舞 監(mugam,干 看)

 まず依頼者が,僧 帽をかぶり長杉や袈裟などの巫服を身につけて万神たちによる巫

楽に合わせて舞った｡次 に,依 頼者の同婿たちとsinuiお よび嫁がそれぞれに巫服を

借りて舞いを続けた｡                  ､

 ｢舞監をやりなさいよ｡｣と 勧め られて舞うと福があるとされ,飲 酒歌舞 しなが ら神

人同楽の場となる｡『 罫神がや りた くても嫁が踊るのを見るのがいやでやれぬ』とい

う諺がある程で,財 数賓神などの場合には,そ の場にいるすべての人が舞監を舞 うこ

とになる｡こ こでは,チ ノギ賓神であるためか,見 物客のうち舞監をおこなう者は少

なかった｡

 8.上 山 巨里(sangsan-kori,量4}メ1司)

 万 神 は,汗 杉(hansam,量 管)20)を つ けて爽 袖 を着,そ の 上 に快 子 と藍 天 翼(na皿 一

ch'6Uik,冒 苓 司)21)を 重 ね て 紅 帯 で 結 び,朱 笠 をつ け る｡五 方 神 将 旗 を 持 って 舞 い,

20)手 をか くすために両袖 に付け加 えた長い別袖｡白 色やsaettan(明 暑:五 色の縞紋様)の も

 のが ある｡

21)白 汗杉のついた藍色の衣裳｡戦 服の一種で崔宝将軍を象徴｡上 山巨里 に用いる｡
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写真9 上山巨里で神霊を招致する万神｡左 は山神膳を拝む依頼者｡

神 刀 を 口 につ けて す ぐに はず し,両 手 に持 って舞 い続 け る｡次 に,神 刀 を 口 に は さん

で 依 頼 者 にそ れ を は ず させ る｡大 神 刀 を と り依 頼 者 の身 の まわ りの 雑 鬼 を祓 い,霊 座

の 置か れ て いた 越 房 に 入 って 行 き,大 庁 に設 け られ た山 神 膳 の 前 で 舞 う｡

 膳 の上 に は,甑 餅･三 色 果 実･肉 散 爽(kogisanjok,ユ7レLtL司)･白 米1鉢･蝋 燭

3本･豚 頭･牛 足･大 豆･小 豆･水1鉢･酒3杯 が あ り,山 甑(san-siru,4』 ス]早)と

呼 ばれ る甑 が そ ば に 置 か れ て い る｡そ の甑 の 中 に は甑 餅 が あ り,そ の上 に 白米1鉢･

白縣1よ り･蝋 燭2本 が 置 か れて い る｡

 杖 鼓 に合 わせ て,上 山 巫 歌(sangsan-110raegarak,懇4}と 喫7}…昇)が 唱 え られ,比

韓 的繹 慢 な動 きの 舞 いが 続 くLそ して 鍼 鍵 の 激 しい音 と共 に跳 舞 降神 し,

  ｢あ あ,背 信 を して お き なが ら(先 に 洞 内 で お こな わ れ た 財数 實 神 の際 に神 託 を

 受 けて お りな が ら,夫 が お こな お う とい って い た に もか か わ らず賓 神 を お こ なわ な

 か った ことを さす)｡ ここ に は紺 岳 山(kambaksan,看 叫 杢})22)の 十 二 神 も お られ

 る｡'背 信 を 致 しま した が,こ の精 誠 を お こな う とい うか｡7人 の子 女 を さず け,こ

 こまで 成 長 させ て きた の に｡祖 上 に対 して ど う申 しあ げ るつ もりか｡昌 慶苑23)･

22)三 国史記雑志祭祀条に小祀の1つ と して｢鉗 岳｣と 漢字表記 され, 『高麗史』および 『輿地

 勝覧』等には｢紺 岳｣｢紺 嶽｣と して表記 された名山である｡標 高675メ ー トルで,山 頂 に｢櫛 石大王(
pittol-taewang,喫 モ州毎)｣と 呼ばれ る約3メ ー トルの碑があ り,そ こに子息を祈願

 すれば霊験あ らたかであると称 されて楊州･抱 州･高 陽･積 城･披 州･交 河･漣 川等の地で人

 々に信仰 され,開 城の松嶽祠や穂勿 山の崔1/祠 と共 に神山 とされ る｡山 頂か ら50余 メー トル 
下に泉(saem,噌)が あ り｢泉 水堂(umultang,亭 号せ)｣と 称 して,山 致誠(san ch'isong,

 庵國 層:致 誠 とは真心をつ くして祈願 することを意味 し,山 でお こなわれ る巫儀の一つ)を お 
こな う巫女たちは寳神のほとん どをそ こでお こない,帝 釈 巨里のみ山頂でおこな うという｡こ

 の山は臨津江(imjingang,唱 組 な)を 北 に臨み現在一般人 の入山は禁止 されているが,1967 年
1月 頃まで はこの山で致誠がおこなわれ｢櫛 石大王｣も そのままで あったことが記されてい

 る[張･崔1967:19-20]｡

23)ソ ウル鐘路区 にあ る昌慶宮の内庭｡1907年 李朝純宗が昌徳宮へ移 るまで王宮であ った｡
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 昌徳 宮24)･景 福 宮25)で うわ さ され,景 福 宮 に 出入 り して い るchegalkongmyong一

 先生 将 軍 様(刈 盆 号 噌羅 想 を そ 昭:神 霊 の 名)26)と は 私 だ｡済 州 島 漢撃 山の 女 将 軍

 様 と は違 う｡… …今 回 の よ うな こ とな く無 事 に子 女 が 生 きて い け る よ う に し て く

 だ さ り,嫁 の願 い も きい て くだ さ る と い う｡… …3人 の 男 子 は,陰 暦11月･12月

 (tong-jisottal,苦 スレ霞Dを 残 し来 年3月･4月 に は財 数 が よ くな り… …｣

と い うよ うに,次 々に 家 族 や親 族 の運 勢 を 神託 して い く｡

 また,右 手 に青 竜 刀,左 手 に三 枝 鎗 を 持 って杖 鼓 と鍼 鍵 に よ り跳 舞 す る｡紺 岳 山 の

北 に在 す とい う霊 大 主 汝 山 神 祖 母(y6ngdaqu･munsansin-halm6ni,唱 朔午 是4』組 量

司 月:神 霊 の 名｡大 主 とは巫 が得 意先 の男 主 人 を さす 場 合 に用 い られ る語)が 臨津 江

を 渡 って来 た と降 神 し,万 神 は 神託 の後,五 方 神将 旗 を と って 杖 鼓 に 合 わ せ て 歌舞 し,

本 郷 大 監･上 山大 監･将 軍 大 監･神 将 大 監･祖 上大 監･七 星 大 監･樹 林 大 監 が次 々 に

降 神 した とさ れて 次 の よ うな 神 託 で 終 わ る｡

  ｢… …私 が この よ うに 句um6ni(｡}手 司 日:こ こで は依 頼 者 を さ し,万 神 が依 頼

 者 を高 めて 親 しみを こめ て 呼 ん で い る)の 家 を み ま わ した と ころ,一 晩 だ け 心 を尽

 して もて な した だ けで,い い ことが あ ります よ｡神 々の ほ ほ え みが 感 じられ ま す よ｡｣

これ に対 して依 頼 者 は,

  ｢そ の よ うに お願 い致 しま す｡私 は,た だ 子女 に よ くして いた だ けれ ば｡そ れだ

 けが 願 いで ご ざい ます｡｣

と拝 む｡

 この 祭 次 の途 中 で,見 物 客 は ほ とん ど帰 り,午 前1時 す ぎ に神 託 が 終 わ り,引 き続

き次 の 祭 次△ と移 って い く｡

 9.成 造 巨里(vsongsu-k6ri,碧 手 朗 司)

 万 神 は汗杉 を つ けた爽 袖 の 上 に紅 天翼 を着 て,朱 笠 を か ぶ り,杖 鼓 の音 に合 わ せ て

成 造巫 歌(songju-noraegarak,層 手 と 喫7惇Dを 朗 唱 す る｡次 に,成 造 が 降 りて く

る とされ て い る松 の枝 を手 に と って 舞iいな が ら降神 し,内 房 に入 って松 の枝 で 被 いを

お こな い,依 頼 者 の 身 の ま わ り も同 様 に被 わ れ る｡ま た,右 手 に花 扇 を 左 手 に巫 鈴 を

持 って 舞 い続 け,降 神 す る｡

 大 庁 に は膳 の上 に成 造甑･牛 足･豚 頭 が あ り,そ の そ ば に成 造 枡(songju-maryong,

24)ソ ウル苑西洞にあり李朝歴代の王が執政常住 した ところ｡

25)ソ ウル北岳山の南麓 にある李朝の宮殿であった ところ｡

26)李 朝時代宮中でおこなわれ た賓神にも出かけたことのある神霊 と称 しているが,そ のような

 神霊が降神す る万神 は国巫女 の巫系に属す る者で,万 神 と しての身分が高いことを示す｡
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写真10 松の枝を手 にして舞いなが ら降神 している万神｡

層手ロ}…§)･taebaji(函 魁｡1:taebajiと は前任者のあとを引き継 ぐことを意味す る｡

人が亡 くなるとその家の成造は去るとされているが,新 しく迎える成造が引き継 ぐと

いうことか らこのように称されるものとおもわれる)と 呼ばれる白米が置かれている｡

万神は,こ の白米を手にとり銅鍵の上で占う｡こ の場合は,そ の撒かれた状態により

占われる｡そ して,濁 酒を依頼者に飲ませる｡そ の後,豚 頭が三枝鎗により支えられ,

支えられた瞬間,成 造に受けとられたとされる｡

 次に,万 神は,円 杉(vwonsam,電 禿})27)を着て,右 手に花扇を左手に巫鈴を持 っ

て降神 し,さ らに成造甑の中にあった北魚を左手にとって舞いながら降神する｡北 魚

は頭の方が外側に向 くまで内庭に投げ落される｡

 他方,別 の立巫によって焼紙がおこなわれており,家 族の福を祈願 している｡

 さらに,万 神は白米･豆 腐･subo(牛 刈:匙 と箸)の 入 った鞄を持 って舞い,米 を

匙で大庁･内 房･越 房に撒 く｡匙 が投げられてすべて上向きに落ちるとよいとされ,

成造によく受取られたとされる｡万 神は飽を頭上に載せて舞い,依 頼者が福として受

け納屋に置 く｡

 また,万 神は再び巫鈴を手にして舞い続け,神 刀を持って打ち合せなが ら内房およ

び越房を被い,神 刀の先が外側に向 くまで投げ落される｡こ れは雑鬼を被っているの

であるが,青 竜刀と三枝鎗によっても同様のことが くり返されて この祭次が終わる｡

10･基 大 監乞 粒(t'odaegam-kollip,司 川 看星 噌)

万 神 は快 子 を 身 に つ け,甑 餅 を 内 庭 の各 所 に供 え,白 米1鉢 を井 戸 の そば に供 え て

27)婦 女の礼服の一種｡五 色汗杉のつ いた緑色の衣裳｡侶 夫巨里(ch'angbu-kori,糾 早刻司)お

 よび胡鬼巨里(hogu-kori,■ 『Lオ司)に 用い られ る｡
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豚 頭 と牛 足 を 持 って 舞iう｡大 監甑 を 頭 上 に 載 せ大 監 打 令(tacgam-t'aryong,潮 イ}Eト

閤)を 朗 唱 し,甑 を載 せ た まま 各所 を ま わ り歌 舞 す る｡北 魚 と花扇 を手 に して 舞 い,

井 戸 の そ ば に あ った水 を 依 頼 者 に与 え る｡内 庭 が 主 な 祭 場 とな り,万 神 が各 所 を まわ

って い る間,大 庁 に お いて は継 続 して 杖鼓 と銅 鋸 が 打 た れ る｡

 この祭 次 を終 えた 午 前3時 す ぎ一 同 就寝 し,夜 が 明 け る7時 頃 まで 中休 み とな る｡

 翌 朝,万 神 は大 庁 に あ る祭 壇 を か た づ け始 め,万 神 た ちの 間 で供 物 や米 が それ ぞ れ

分 け られ る｡ま た,新 た に霊 山膳(y6ngsan-sang,(日 くL･音)･使 者 膳(saja-sang)･祖

上 膳 が 整 え られ,外 庭 に運 ば れ る｡大 庁 にお い て 雑 鬼 に施 食 した後,次 の 祭 次 が始 め

られ る こ と とな る｡

 11･軍 雄 巨里(kunung-kori,『 乙な フ『司)

 甑 餅3皿･三 色 果 実･北 魚2尾･白 米2鉢･お 菜 物･酒1杯 が供 え られ た膳 が大 庁

に用 意 さ れ,軍 雄 に供 応 され る｡こ の と き,万 神 は快 子 を着 て朱 笠 を つ け,花 扇 を右

手 に持 って い る｡他 方,別 の立 巫 に よ って 焼 紙 が お こな わ れ て お り,祭 場 は門 の外 す

な わ ち外 庭 に移 って い くこ と とな る｡

 外 庭 に は,霊 山膳･使 者 膳･祖 上 膳･kasimun(7B1是:い ば らの 門｡人 は死 ぬ と

す べ て ここ に落 ち る と され て い る)な どが す で に準 備 され て い る｡万 神 は,杖 鼓･欽

Ihr!･銅鍵 の音 と共 に花扇 を持 って 舞iい
,豚 頭 と牛 足 の入 った甑 を頭 上 に載 せ て 外 庭 を

ま わ り,各 所 に濁 酒 を ま き打 令 を朗 唱 す る｡

 12･城 陛巨里(sonang-kori,メ →せオ…斗)

 城陛とは村を守護する城陛神の宿る老木を称 し,こ の祭次は神霊の往来を容易にし

て送神するためにおこなうという｡

 万神は,最 初の祭次行厨退散の際,門 前にさしておかれた城陛旗を持 って舞い,北

魚を手にして外庭をまわりながら姿を消してしまう｡こ こで,ほ とんどの神霊は送 り

出されたことになる｡

 13.使 者 娯 遊(saj a-nori,4叫 着｡1)

 前 祭 次 城 陛 巨里 にお い て見 え な くな った万 神 は,頭 に 巾(k6n,赴:喪 中 の 男 子 が

か ぶ る頭 巾)を 象 徴 す る麻 布 を 巻 き,亡 者(mangj a, AOス予)が 降 りて くる北 魚 を 背

負 って,再 び登 場 す る｡

 杖 鼓･鍼 鍵･銅 鍵 の音 と共 に,ま ず,changnim(を 唱:盲 人 の 敬 称)と 呼 ば れ る

盲 硯 の霊 が 降 りて 来 て霊 山膳 の 前 に立 つ｡
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 霊 山膳 の 上 に は,甑 餅3皿･白 雪 餅1皿･三 色果 実･白 飯2鉢･哺(P'o,王)･汁

(t'ang,馨)･酒1杯 が 供 え られ,豚 頭 と牛 足 の入 った甑 が そば に置 い て あ る｡

 万 神 は盲 硯 とな り,膳 の上 に手 をや りなが ら,

  ｢こ れ はな に か｡あ あ,腹 が へ った｡こ れ は食 べ もの か｡酒 はな い か｡… …｣

と尋 ね るの に対 し,依 頼 者 や そ の 同婿 あ る い はsinuiた ちが,

  ｢は い,そ れ は りん ごで ござ い ます｡ど うぞ 召 しあ が って,今 後 災 いの な い よ う

 に な さ って くだ さ い｡｣

と答 え る と,

  ｢そ の よ うに して や るに は,供 物 が少 な い｡米 を持 って 来 い｡｣

と い う よ うに演 劇 的 な場 面 が 続 く｡や が て,盲 蜆 の 霊 が 満 足 す る と杖 鼓･鍼 耀･銅 鍵

の 音 と共 に去 って行 く｡

 万 神 は,続 けて跳 舞 し,次 に使 者(Baja,ス}スDが 降 りて くる｡使 者 は,亡 き者 が

極 楽 天 界 に 向 か う際,そ の 邪 魔 を す る鬼神 と され て お り,こ の 使者 に よ く供 応 しな け

れ ば地 獄(chiok,ス1舎)に 連 れ て 行 か れ る とい う｡

 前 述 した 盲蜆 の霊 と同 様 に,使 者 膳 の 上 に供 え られ て い る甑餅･三 色 果 実･白 飯4

鉢･白 飯3皿･お 菜 物･酒3杯 の す べ て に手 を つ け て食 べ,縄 を ふ りま わ して 祖 上 膳

の 上 の供 物 を 取 ろ うと近 づ く｡祖 上 膳 の まわ りに は,依 頼 者 や そ の 同婿 お よびsinui

た ちが それ を 取 り囲 む よ うに して 立 ち,使 者 を 防 ぐ｡魂 箋 を使 者 に と られ ると亡 き者

が地 獄 に連 れ て いか れ る とさ れ て い るの で,そ れ も と り囲 ん で い る｡こ の と き,縄 の あ

み 目の と こ ろ に別 費 が挾 ま れ28》,冥 土 へ の 道 中邪 魔 を しな い よ う に と願 わ れ る｡演 劇

        写真11祖 上膳｡手 前の櫟の木 の魂竿 に魂箋がみえる｡

28)挽 歌を唱 じなが ら死者 の埋葬をす る洞内の人の労をね ぎ らう際にも,挽 歌 を歌 う人が持つ縄

 にお金をはさむことがなされ る｡
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的でありながらもやや緊張した雰囲気のうちに,使 者が満足 して立ち去ることになる｡

 そして,万 神によってson(L:人 間の活動をさまたげる魔物29))の いるところ

に使者膳の供物が捨て られ,こ の祭次は終わる｡

 14.鉢 里 公 主(parigongju,叶 司 暑 手)

 万 神 はJ頭 に籏 頭 里(cchokturi,尋 早 司:儀 式 の 際 に 用 い られ る婦 人 用 冠 の一 つ)

を つ け,五 色汗 彩 のつ いた蒙 頭里(mongduri,号 早 司30))を 着 て,右 手 に扇･左 手

に 巫 鈴 を持 って杖 鼓･鍼 鍵･鋼 耀 に よ り降神 し,神 託 を お こな う｡

 次 に,万 神 は,万 明 米(白 米)の 満 た され た枡 の 上 に巫 して 杖 鼓 を 縦 に立 て て 置 き,

左手 に巫 鈴 を右 手 に布 製 の杖 鼓棒(changgu-ch'ae,を 辛刈:杖 鼓 を た た く棒)を 持

ち,杖 鼓 の上 面 を 静 か に打 ち な が ら鉢 里 公 主(捨 姫)巫 歌 を朗 唱 す る｡人 々は別 費 と

して 鉢 里公 主 銭(parigongju｡don,斗 司 号 手モ)を 杖 鼓紐(changgu-jul,そ}子 登)

の 間 に挾 む｡

 杖鼓の前には膳が設 けられ,膳 の上に白米が盛られてその上に魂紙(nokjongi, u

O｡1:占 い に用 い られ る白紙)が 置か れ て い る｡ま た,水1鉢 お よび 白米 を満 た した

鉢 に 蝋燭1本 と線 香1鉢 を さ した もの が供 え られ て い る｡そ の 膳 の そ ば に米 の入 った

た らい が 置 かれ,魂 箋(nokj on,藏 赴:魂 の 宿 る と ころ と され る)と 呼 ば れ る 白紙 を

結 び つ け た櫟 の木 の魂 竿(ch'angnamu-n6ktae,尋 耳 干一u )が さ され て い る｡そ の さ

          写真12鉢 里公主(捨 姫)巫 歌を続 ける万神｡

29)1･2の 日は東,3･4の 日は南,5･6の 日は西,7･8の 日は北 にあ り9･10の 日には

 無 いとされてい る｡
30)舞 衣の一種｡黄 色の衣裳で祖上の中に巫女を出 した家の者 によって献納 されるもの｡祖 上巨

里およびチノギ寳神で用い られ る｡
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らに前 方 に 白米 と大 豆 の入 った い ば らの 門 す な わ ちkasimunが 置 いて あ る｡す べ て

の死 者 が このkasimunに 落 ち る とされ て お り,ま た鉢 里 公 主 が 捨 て られ た と ころ で

もあ る｡鉢 里 公 主 の よ うに,亡 くな った者 が このkasimunか ら出れ ば よ い と ころ に

行 け る と され て い る｡そ の た め,亡 き者 の遺 族 た ち は そ こに別 費 と してkasimun銭

(7同 モ 芒)を 置 く｡ま た,依 頼 者 は膳 に仏 前 銭(puljon-don,暑 祖 モ)を 置 き拝 礼

す る｡こ こで,鉢 里 公 主 銭 は捨 姫 巫 歌 に 出 て くる子 息 七 兄 弟(adulch'ilhyongje,6}

号 電 噌 凋1)が 受 け取 り,武 将 息(mujangsik,干 を 層)は 隅 木 の下 でkasimun銭 を受

け取 り,物 乞 い を す る祖母(pirok-halmoni,司 潮量 司 司)や 祖 父(pirak-haraboji,

司 壱量｡回 ス1)は 仏前 銭 を受 け取 って 亡 き魂 身 を極 楽 へ 送 る と され て い る｡そ の場 に

い る見 物 の 人 た ち も,捨 姫 巫歌 に聴 き入 り涙 を流 す｡捨 姫 巫 歌 は2時 間程 続 け られ る｡

 巫 歌 が 終 わ る と,膳 の上 の魂 紙 が焼 や され,米 の焦 げ方 に よ って 亡 くな った夫 は あ

の 世 で 鳥 にな る と 占わ れ た｡こ の 占 いを 魂 盤(nokppan,喉 電)と 称 し,そ の 焦 げ方

に よ って 生 ま れ か わ った姿 が現 わ れ る とい う｡鳥 が 最 もよい とさ れ,い つ か こ の世 に

生 まれ て くる こ とを 意 味 す る｡次 は蝶 で,未 婚 の ま ま亡 くな った 場 合 は蝶 に な れ ば よ

い と され て お り,続 け て人 そ して 蛇 に生 ま れ か わ るに した が って 悪 い と さ れ る｡

 次 に,万 神 は,鉢 里 公 主 の装 いの ま ま右手 に花 扇 を 左 手 に 巫 鈴 を手 に し,依 頼 者 の

夫 の 魂 を 招 致 し,そ の万 神 を先 頭 に,依 頼 者 は燭 を,そ の 同 婿 やsinui等 は紙 榜 あ る

い は亡 き夫 の 衣 類 や甑 餅 を持 って,｢南 無 阿 弥 陀仏｣を 唱 え な が ら祖 上 膳 の ま わ りを

左 ま わ りに3回 ま わ る｡さ らに,万 神 は祖 上 膳 の上 を 東 か ら西,北 か ら南,西 か ら東,

南 か ら北 へ と依 頼 者 お よび そ の 同婿 やsinui等4人 の チマ の 中 に神 刀 を投 げて 落 と し

入 れ て い き,こ れ を3回 く り返 した｡最 後 に,そ の 神 刀 が 外 側 に 向 け て投 げ落 され,

万 神 は魂 竿 を 持 って舞 い,こ こで,依 頼 者 の夫 の 魂 は鉢 里公 主 に導 か れ て 魂 箋 に宿 る｡

15･十 王 橘(siwangdari,ス1暫4司)

 万神は蒙頭里を着て,魂 箋を首につけている｡欽 耀を打ちながら,仏 事橋･十 王橋

と呼ばれる白布と麻布を万神が胸部で切 り裂いていく巫儀が続 く｡こ のとき,麻 布の

上には麦と塩が撒かれ,ま た入情(injong,蛆 噌)と いって路銀としての寮銭が置か

れ,万 神により次々に麻布･白 布が切り裂かれていく｡

 依頼者によって用意された祖上と亡き夫のための韓服(パ ヂ･チ マ･チ ョゴリ)が

それぞれ万神の手に取 られると,そ のたびに祖上が降りて,見 物の人たちも涙を流す

中,依 頼者やその同婿およびsinui等 は次々に祖上との別れをおこなう｡最 後に,パ

ジ･チ ョゴリを身につけた万神に依頼者の亡き夫が降り,涙 して,
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写 真13続 けて4人 の婦人た ちが両端を ささげた仏事橋の下を,万 神は

   欽鍵を打 ちなが らくぐって一往復 し,裂 いてい く｡

  ｢あ あ,行 きた くな い｡… …｣

と十 王 橋 を前 に して 泣 き くず れ る｡依 頼者 は,

  ｢い い と こ ろ に行 って,私 た ちを あ の世 か らま も って くだ さ い｡｣

と涙 な が らに語 る｡そ して,す べ て の 十 王 橋･仏 事 橋 が 裂 か れ た 後,祖 上膳 の前 で は,

依 頼 者 や その 同 婿 お よびsiuniた ちに よ って儒 教 式 の祭 祀 が お こな わ れ る｡

 この祭 祀 で 使 わ れ た麻 布･白 布･パ ジ･チ マ･ヂ ョゴ リ･紙 榜･魂 箋 な どのす べ て

が 万神 に よ って燃 や され る｡

 16.後 饒(twitcchon,唄 母)

 杖 鼓 が速 い拍 子 とな り,万 神 は平 服 とな って,す べ て の供 物 を 少 しず つ{抱に と り,

雑 鬼 に供 応 を 受 けた ら早 く退 散 す る よ う に と唱 え な が ら飽 の 中 の 供 物 を施 食す る｡そ

して 包 丁 が外 側 に向 くま で投 げ落 され て 雑 鬼 が 退散 した ことが 示 され る と この祭 次 は

終 わ る｡

 別 の万 神 に よ って,賓 神 で使 わ れ た 松 の 枝 や櫟 の枝,kasimunに 用 い られた 朝 鮮 邸

一a(chindallae-namu,赴 量 司し}早)'の 枝 な ど のす べ て が 燃 え 尽 き る まで燃 や さ れ る｡

 こ こに,賓 神 は成 就 され る｡

皿.お わ り に

 一般に,巫 蜆は社会的に蔑まれた存在とされてきたことが知 られている｡
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 降神巫31)で ある万神は,mich'in-saram(･1起 スト量:mich'inと は気が狂 った,

精神に異状をきたしたという意味であり,saramと は人をさす)と 言われるように

社会的には異質 な領域 に属する人として捉 え られ,mich'in-changsa(･1赴 そ}スト:

changsaと は商売を意味し,こ こでは巫業をさす)を 望まず他の職業に就こうとして

も神霊の怒 りをかうことになり病気･失 財･失 敗などを重ねてうまくいかないとされ

ている｡し たがって,万 神は,實 神の際にのみ,祖 上および神霊と人々との仲介をお

こなういわゆる｢万 神｣と しての扱いを受けて きたといえよう｡

 このことは,實 神の非日常性すなわち異質性を示 しており,文 化･社 会的にも實神

が異質な領域においておこなわれることを認識 させる｡

 万神は飲酒歌舞することによって降神す るが,そ の降神形態には,

 1)万 神が神霊あるいは祖上となり一人称で語 る場合

 2) 万神が人間と神霊あるいは祖上との仲介者 として語る場合

 3)万 神が巫ではない第3者 に死霊を降神させる場合

がある｡こ の3)は,charigojiや チノギ實神な どでしばしば見 られ,万 神が魂竿を手

にした第3者 に向かって問いかけるとそれに降神した死霊の応答として魂竿が動 く形

態である｡巫 ではない見物客のひとりを選んで死霊を降神させ ることは,實 神という

非日常的領域において,他 の神霊に比べて心理的に距離感のない死霊との関係を調整i

させるために,日 常なるものによって非 日常性すなわち異質性をより顕著に示 し,異

質な領域としての賓神を顕在化させることになろう｡

 万神の役割とは,社 会生活の中で生 じた非一日常的問題一に当面している依頼者の精神

的･心 理的異常を,實 神という社会的に異質とされている領域において解消させ るこ

とといえよう｡

 この事例か ら,夫 を失 った依頼者の情緒不安定な状態は,實 神における諸々の相互

関係,と くに彼女をとりま く社会関係の中で,幾 分か解消されたといえそうである｡

 實神の特徴として神霊の招致･娯 神･解 きが くり返されることは前述したが,水 で

浄め,火 で浄め,刀 で祓 うというように除災 もくり返しおこなわれる｡ま た,諸 神霊

に供物が供応されると共に雑鬼雑神への施食がくり返しおこなわれる｡万 神は神霊や

祖上の降りてくる器であり,巫 服はよりしろとみることもできよう｡

 日常生活において,飽 は常に清浄なものとして用いられるが,器 から器に移す雑の

ように移すものの中に清浄が認識されているようにおもわれる｡し たがって,常 に清

浄な器というものはなく,清 浄と不浄は共にある｡流 れ る水で洗い流すのではなく,

31)巫 観は入巫形態により降神巫と習得巫に大別 される｡
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溜めた水を鉋で くり返して何度 もすすいで洗うように,し だいに浄化されていくとい

えよう｡

 賓神においても祭次を くり返すことによって除災招福が可能であるとされているの

ではなかろうか｡神 霊および祖上は災禍をおよぼすこともあり福をもたらすこともあ

る｡寮 神という祭次のくり返しがしだいに災禍をおよぽすものを祓い退散させながら

福をもたらしていくものとおもわれる｡

 死霊祭であるチノギ寳神の場合にも,死 という災いを祓い招福を祈願しておこなわ

れている｡こ の事例において,夫 の死は神託があったにもかかわらず依頼者が賓神を

おこなわなかったことによるのであり,精 誠を尽す ことで除災招福の約束がなされた

のである｡

 つまり,こ こで神霊との新たな関係が結ばれたと同時に,依 頼者をとりままく祖上

および生者の社会関係 も新たなものとなり,と くに生者の場合,賓 神は新 しい関係を

相互に認識する機会 として捉え得ることを指摘できよう｡
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